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していると思う

【評価機関概要（評価機関記入）】

　　

所在地

　　　

〒６００‐８１２７京都市下京区西木屋町通上ノロ上ル梅湊町８３‐１「ひと・まち交流館」１階

評価機関名

　

一般社団法人京都ボランティア協会

　　　　　　　　　

１

　

訪問調査日

　　

令和５年１２月１８日

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】
・地域の一員として理解され愛される施設づ〈りを目指し、年間計画をたて地域との交流事業を行っている。今年度
は地域活性化プロジェクトの団体と連携し 新たに利用者が地域に出て役割や貢献が体感できる機会を設けた。
・認知症普及啓発に力を入れ、施設で行う地域交流事業、地域での集まり、看護学校など他種多様な場所で認知
症サポーター養成講座を実施している。施している。

日々の様子や取り組み内容を広報誌やホームページにて発信し施設運営の透明性を
、る。

【外部評価で確認した事業所の優れている点 工夫点（評価機関記入）】
社会福祉法人京都市社会福祉協議会が経営する「グルー

　

ホームかたぎはら」は、平成３１年３月３１日
に２ユニットで開設されました。現在の利用者数は１７名（１２月２２日入居予定）～平均年齢は８８．８８歳、平

均介護度は２．２４です。コロナ明けに、職員アンケートで「どんな事をしたいか」を募集し「日中の充実」に
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１１用者の笑顔を引き出す

に２ユニットで開設されました。現在の利用者数は１７名（１２月２２日入居予定）～平均年齢は８８．８８歳、平

均介護度は２．２４です。コロナ明けに、職員アンケートで「どんな事をしたいか」を募集し「日中の充実」に

取り組んでいます。おみくじ入りクッキーや綿菓子コーヒーを提供するなど、利用者の笑顔を引き出す
日常のアイデアもあります。地域との交流や地域イベントへの参加、認知症の啓発活動などが積極的
におこなわれており～昨年誕生したマスコットキャラクター「かたピ一」とともに 利用者も役割りを持つ
参加して 刺激ある体験をされています。「研修が充実していて、学ぶ機会が多いです」と、職員は述

６２
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔
軟な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：２８）
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「認 知 症 啓 発」で は 地域イベントに参加し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

て、認知症をテーマに「かたピ－人形劇」の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

公演をしている。認知庇ジ′ドーター養成講座

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

も、依頼があれば各所で実施している。これ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

らの諸活動すべてに、利用者の参加がある。
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労に実践状況 践状況 次のステップに向けて期待したい内容

４ （３） ０運営推進会議を活かした取り組み
運営推進会議では 利用者やサービスの実際、
日平価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活かし
ている 活動報告を行うとともに、地域の情報や取り

組みについて意見が頂ける場になってい
る。家族の参加は実現できなかったが、入
居者は参加出来た。議事録を利用者家族、
保佐人等に送るようにしている。ホームペー
ジでも公表を行っている。

会議メンバーは、利用者ｉ名 学区社協会
長～学区民生児童委員＝…＾副公長、西京
区社協統括地域福祉ゴーデイネ

　

タ

　

近隣
事業所社長、近隣事業所所長、地域包括支
援センター職員である。家族の参加はない。
利用者状況や事故、ヒヤリ・ハット、地域交
流、会議、研修など報告している。事故、ヒヤ
リ・ハットは件数のみ報告している。メンバー
から質問があり、意見交換している。職員に
は議事録を回覧して～周知を図っている。家
族への参加依頼ができていないが、議事録
の配布はおこなっている。メンバーから「しそ
ソユース」や「柚子」を頂き、ゆず湯を提供し
ている。

家族に会議への案内ができていませ
んでした。家族の参加も望みます。
事故、ヒヤー」，ハット報告が件数のみ
でしたが、もう少し詳細な報告をおこ
ない、検討されることを期待します。

５ （４） ○市町村との連携
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取り組みを積極的に伝
えながら、協力関係を築くように取り組んでいる 京都市の京都オレンジ色プロジェクトに参加

している。西京区事業所連絡会、地域ケア
会議に参加し情報共有を行っている。

に手渡しか、送付をしている。洛西事業所連
絡会や地域ケア会議、西京区事業所連絡
会、異業種連携協議会、京都地域密着型
サービス事業者協議会などに参加して、事業
者間の交流や研修などおこなっている。京都
オレンジ色プロジェクトの活動にも参加してい
る。

６ （５）
代表者および全ての職員が「介指定基準における
禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理解して
おり、玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケア
に取り組んでいる

虐待チェックシートを持ちいて年１回振り返り
を行い研修委員会で集計ー分析をしている。
年間２回の事例を交えた研修を通じて身体
拘束についての理解を深めている。

「身体拘束普選正化のための三；；」を作成ー
ている。「身体拘束等適正化検討委員会」
は、運営推進会議メンバーとともに２か月ごと
に開催している。研修は研修委員会が担当
し、実施している。また 年１回「虐待の芽
チ ソクリスト」で自己検証もおこなっている。
言葉遣いは、職員同志お互いに注意し合うよ
うにしている。玄関、ユニット共に昼間は施錠
しておらず 職員の見守りの中で、利用者は
暮らしている。

７ ○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法につい
て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内で
の虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

年間２回の研修を通じて身体拘束について
の理解を深めている。疑問に感じたケアな
ど毎日その日の出来事を共有し、職員のケ
アについての悩みを話し合う時間を設けて
いる。

８ ０権利”【ーーｒはーラる制度の理解だ１用
管理者や職員は～日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い‐それらを活用できるよう支
耀き１．ている

９月に内部研修ｉ－Ｌ字ご三機＾４絞り、自身
の意見や考えが持てることを目指した。
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９ ０契約－－関りる説明 二言；
契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や
家族等の不安や疑問点を尋ね 十分な説明を行
い理解，納得を図っている

問い合わせや質問に関してもＴ寧に説明を
行い、契約時等も本人や家族から不安や疑
問点を確認Ｌ々 疑ら：：“；有し、、理解納得
に努めている。
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ｌｏ （６） ○遅当ー－関ヲる利用者、家族寺雇、見の反映
利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員な
らびに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

日々 意見要望を聞き反映に努めている。
毎年ユーザーアンケートを実施し結果を
ホームページにて公表している。

利用者、家族からの諸要望は、ケース記録
と業務日誌に記録し申し送っている。年１回
顧客満足度調査をおこなっているが、特に意
見はなく「良くしてもらっている」との感謝の言
葉がある。玄関に意見箱を設置しているが投
稿もない。利用者からは 誕生日や、行事食
など聞き、リクエストに対応している。家族会
は開催していないが、今後、行事などとあわ
せて開催していくことを検討している。

１１ （７） ０運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

定期的ｒ ニ^ーリ時間を設け、代表者、管理
者は職員の意見や提案を聞く機会を設けて
いる。人事考課制度・ヒアリングを各職員に
対して実施している。

職員はユニッｒ ニ^坐ｒ全体会議、主任会議、
年１回の管理者との個人面接（自己評価提
出）などで、諸意見を述べている。職員は各
種委員会や担当業務も受け持ち、発言の機
会は多い。「研修は充実しています」と、職員
の言葉がある。購入物品の希望は随時あり、
冷凍庫、ベッドのマット、車椅子２台、行事に
使う物品などに対応している。職員に「どんな
事をしたいか」のアンケートを取り、「日中の
充実」を課題に挙げ、アイデアをだし取り組ん
でいる。

１２ ０款乗環視Ｕノ正１㈱
代表者は 管理者や職員個々の努力や実績 勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがい
など～各自が向上心を持って働けるよう職場環境・
条件の整備に努めている

人事考課制度を取り入れ 代表者は各職員
とのヒヤリングの機会を設ける事で職場環
境、条件の整備に務めている。

１３ ０職員を育てる取り組み
代表者は～管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し～法人内外の研修を受ける機会
の確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている

内部研修や外部研修の告知など、職員の
育成に繋がる環境が整っている。

１４ ○同業者との交流を通じた向上
代表者は 管理者や職員が同業者と交流する機
会を作り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問
等の活動を通じて サービスの質を向上させてい
く取り組みをしている

居住系委員会、他法人の運営推進会議、法
人内の市域・ブロック会議に参加し 情報交
換やケース検討を行いサービスの質の向上
に努めている。
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サービスを導入する段階で、本人が困っているこ
と、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている

自己評価
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面接時に、不安な事や困りごと、要望に耳を
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いる。

傾け関係や環境作りに努めている。ご自宅
での状況や今までの生活についてお話を伺
い、出来る限り希望に沿える様に努力して

１６６
サービスを導入する段階で、家族等が困っている
こと、不安なこと 要望等に耳を傾けながら‐関係
づくりに努めている

事前の施設見学も口」能ぐ才圏“蓄４聞く機
会もある。また～書類・写真・動画を用いて
施設の概要を丁寧に説明する事を心掛けて
いる。

「７「７ ○初期対応の見極めと支援
サービスを導入する段階で、本人と家族等が「そ
の時」まず必要としている支援を見極め～他の
サービス利用も含めた対応に努めている

判定会議から必要としている支援 対応に
努めている。

１８１８ ０本人と共に過ごし支えあう関係
職員は、本人を介護される一方の立場におかず
暮らしを共にする者同士の関係を築いている

ライフサポートプランを通じて本人のできる
事を探り活動に繋げている。また、持てる力
を活かし日々の夕食作りを日課にするなど
生活の場で関係づくりができている。

１９１９ ○本人を共に支えあう家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場におかず、
本人と家族の辞を大切にしながら 共に本人を支
えていく関係を築いている

面会ができる機会も増えており、家族だけで
なく友人と面会もできている。

２０ （８） ○馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めている

　　　　　　　　　　　　　　　　

現在面会 は、事前予約で３人までとして、３０

　　　　　　　　　　　　　　　　

分を「地域交流室」でおこなっている。外出も

　　　　　　　　　　　　　　　　

許可され、家族と誕生日のお祝い外出や妹

凍 離れた場所から手紙等多いただく利用 １ん一苧買い物蟹罰夢覆れ￥て塾誓桑増ナ弾下
者富鴎家族満協力ー暮衣類試し間際額崩壊名なし・軍暑よ犬支た濃密雛雑綜扉塾

航海選ん
し繋駕

よう支援してし、る。通い慣れた理髪店がある逼簡さをだ生霊蕩揺議きご星厚る砦じヨ充ツ方にも家族の協力のもと続けて通えてい

　　

クで車を作る方、ジグソーパズルを完成させ
る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

る方、毎日新聞紙で箱を折る方など、趣味の

　　　　　　　　　　　　　　　　

継続を支援している。担当介護士は毎月、利

　　　　　　　　　　　　　　　　

用者の状況を手紙と写真、広報誌で家族に

　　　　　　　　　　　　　　　　

届 けて いる。

２１２１ ○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い‐支え合えるような
支援に努めている

食事の場面では共同スペースで全員が顔を
見合わせて食事することができている。グ
ループホームの行事には全員に声をかけ、
夏の納涼会等全員参加が行えた。
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目
自己評価

　　　　　　　　　　　　

１

　　　　　　　　　　　　

外部評価

２２
口

○関係を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人★家族
の経過をフオローし 目談や支援に努めている

サービス終了後も関係を大切にし必要があ
れば相談やフオローが出来るように努めて
いる。
今年度は家族様からの相談で次のサービ
ス（特養など）に繋げる支援を行った。

２３ （９） ○思いや意向の把握
人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握

に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている

む暮らしの意向を軒濃；コ需灘耀豊識１震翻騨騒
ている。

２４ ○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境 これまでのサービス利用の経過等の把握に努
めている

利用者がこれまでの生活で培ってきたリズ
ムや能力を家族様から情報提供をいただ
き、施設でのケアプランに活かしている。

２５ ○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方 心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている

申し送りや日々のミーティングや会議におい
て身体能力の変イしい繁々仙二三百がどろ
活動の提案を行っている。

２６ ○チームでつくる介護計画とモニタリング
本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人～家族、必要な関係者と話し合い
それぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即
した介護計画を作成している 懸議討議嚢轍艶書議闘いて検討し・実施を行っているｏ

　

１滋 無 斧 灘 鰯 な

２７ ○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践零結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

日々の様子を記録化し職員間で情報を共有
しながら実践に活かしている。直近に必要な
情報（バイタルなど）は見える化を図り ボー
ドを使用して共有している。

２８ ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化
本人や家族の状況 その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟
な支援やサービスの多機能化に取り組んでいる

往診や訪問理容・訪問歯科を通して各入居
者に合わせたサービスを柔軟に支援してい
る。

ループ′、－ム｛、たぎはら

宣 纂

　　　　

項

　

目 テップに向

後も関係を大切にし必要があ

５／１Ｏ
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実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

２９

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し 本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している

今年度は地域活性化プロジェクトである「大
原野よもぎクラブ」と協働し、地域の一員とし
て役割を担ってもらうことで充実感を得た。
公園体操や神社への参拝を通じて地域の
雰囲気を感じて頂ける環境づくりを行ってい
る。

３０ （１１）○かかりつけ医の受診支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得
が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きな
がら、適切な医療を受けられるように支援している

主治医とのやりとりは、ご家族にすみやかに
報告。主治医と密な連携が取れるように支
援している。

家族の協力を得て在宅時のかかりつけ医に
通院したり～訪問診療を受けている方もいる
が‐事業所の協力医療機関（月１回、医師の
訪問）に、多くの方が主治医を変更している。
医師と２４時間直接連絡がつき、往診や薬の
処方、救急車のデ

　

ム髪の指示を受けてい
る。基本的に外部の；；；急琢刀矢に依頼して
いるが、現地まで事業所の車で送り、家族に
引き継ぐこともある。利用者の状態は、家族
に口頭で説明し、医師には墨別－－ノ／ツクス
で情報を提供している。常勤で看護師（１名）
の勤務がある。訪問旨三し週１回受けてい
る。

３１ Ｃ三

　

＊との協働
介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の三

　　　

＼訪問看護師等に伝え
て相談し、個々の利用喜んｔ造；γＪ受診や看護を
受けられるように支援している

日々のバイタル測定や生活での気付きを看
護師へ相談し 受診や、主治医へのＦＡＸ、
電話連絡を通した相談を行っている。

３２
利用者が入院した際、安心して治療できるように、
又、できるだけ早期に退院できるように、病院関係
者との情報交換や相談に努めている。あるいは、

用。］に”面以外ー・Ｕｉ皿

　

にＵノー＼Ｊツこツむ′ぬ中
し病院関係者との関係作りに努めている。
入院中は定期的に地域連携室から情報収
集を行い スムー ′ノー日＝ム

　

ふ，－努めてい
る。

３３ （１２）０重度化や終末期に向けた方針の共有と支援
重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でてごモームを；分ｉ」説明しながら方針を共有し、
地域の関係者と共にチームで支援に取り組んで
いる

今年度は１名の実績があり、看取り介護指
針に基づきチームで対象者の意向や要望
にそえるよう看取り介護計画書を作成した。
看取り後もチームやユニット間で振り返りを
行った。

「看取り介護指針」がある。入居時に説明し
意思の確認や同意を取っている。また実際に
看取りが近づいたとき！－甫応説明をおこなっ
ている。訪－。Ｉ個蝋三三ニニＬ！．て招き、職員
研修を受けている。看取り期には家族の希
望があれば、居室にソファを入れて泊まって
いただいている。お見送りは利用者も一緒に
している。看取り後は振り返り「良かったこと、
うまくいかなかったこと、改善策、今後の方
針」を各自まとめ、レポートを提出している。
令和４年度は３名、令和５年度にも１名の看取
りをおこなっている。

ム

６月Ｏ



　

京都府 グループホームかたぎはら

　

２階

宣 臨１

　　　

項 目

　　　　

提 議票

　　　　　　

１

　　　

瑚矧

　

外部評鴨 耐“珊噺ほか ・

３４

　

臨著墓塾奉書馨馨平島葡聾全ての職歴糖ぼ醒整髪蟹毒素議薗譜１

　　　　　

／ ／「

　　　　

／／／

　

興奮選露譜業糟翼龍訓練を定期的に行

　

輯録渚渓煮ば一′”…一 珊 曜

　　

／／／
／／ 二

　　　

／／
／／／

矯 ”３）ｂ災害対策

　　　　　　

１

　　　　　　　

座 る 矧，蜘．嫡隅輝
し／二

　　　　

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

て、夜間想定の訓練をしている。地震から火

　　　　

利用者が避難できる方法を全職員が身につける

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

災という訓練で、実際に利用者も非常口から

　　　　

とともに、地域との協力体制を築いている

　　　　

肋笈， ・

　

÷ふし避難経路や消化器の場

　

避難している。ＢＣＰ（事業継続計画）に基づ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

所の把握をし防災対策を行っている。コロナ いた訓練も、土砂災害で１階が破壊された想

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

の予防や対応について昨年度に引き続き京 定でおこない‐時間を測って検言正している。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

都市に依頼し職員派遣のもと現状の対応に 災害時には１階の小規模多機能ｖノカゼ４卿－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ついての確言忍や情報提供を求めた。

　　　

避難誘導し受け入れる予定である。訓練時

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

は事前に、近隣にお知らせのチラシを配って

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

参加を呼びかけているが、参加は得られてい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

な い。 備 蓄 は２日 程 度 備 えて いる。
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３６（１４）０一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

　　　　

一人ひとりの人格を尊重し 誇りやプライバシーを

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

一人ひとりの尊厳を守ることは、介護マニュ

　　　　

損ねない三楽ん・けや対応をしている

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

アルの中でプライバシ

　

ｉ－＞いて記載し、ラ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

介助を実施する前や介助中はお声掛けを

　

イフサポートプランで本人のしたい事を抽出

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

必ず行い、本人の同意を得ている。更衣中

　

して、日々の支援で実行している。接遇マ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

は居室ドアを閉じプライバシー保護に努め

　

ナーの外部研修にも出向き、ユニット会議や

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

全体会議でも話し合っている。利用者にかけ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

る声の大きさ、高さ、喜采 にｖ、が、利用者の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

尊厳を保てているかなどを確認している。

３７
Ｈ璽霧峯弱震鴛』１醍 醐灘簿撃、欝１

／ ／ ／ ／
１／／／

３８

艶瀞豊禦義時嫌轟饗聯曇編１／ ／ ／１／／ ／
３９
１１呈襲撃雄麦磐熟れができるように１麹 蒙 塵 瀞崖１

　

／
／

１ ／／
７／ｌｏ
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４０ （１５）○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好み
や力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備
や食事、片付けをしている

本人の残存機能を活かし可能な場面で調
理や片付けをする機会を作っている。好み
や味付けに工夫した献立を立て、季節感や
食感等 食事の楽しみや満足してもらえる
様に支援している。行事イベントを通じて事
前にリサーチを行い、興味がわくような食事
を検討している。

朝食と昼食は利用者の意見を聞いて 献立
を作成している。料理の得意な職員を中心
に、包丁を扱える利苅言ｆ

　　

，ェに加わり、フ
ロアのキッチンで作っている。夕食はクックチ
ルだが、みそ汁とご飯は職員が作っている。
利用者の嘆下状態に合わせ、ハサミで刻ん
だり、ブレンダーを使用したり とろみをつけ
たりもしている。白玉ぜんざいやよもぎ団子、
ホットケーキなどの手作りのおやつやいなり
ずしなど調理レクリエーションもおこなってい
る。敬老会ではお寿司か焼き肉弁当を選ん
で‐ジュースとノンアルコールビールで乾杯し
た。食事の時に音楽はかけていないが、在宅
時にテレビを観ながらの食事習慣の方は、継
続している。

４１

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応
じた支援をしている

毎月の体重を測定し体調管理に努めてい
る。また定期的に水分の提供に努め栄養補
助食品で補いながらバランスよく栄養を摂っ
てもらえる様に努めている。

４２

　　　　　　

′ロ伐０口耽［の′日′ボレ～リ
ロの中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケ
アをしている

残遺物が口腔内に残っている事での窒息予
防に努め、食後のうがいや口腔ケアを実施
している。希望の方は往診や定期受診にて
口腔内の衛生管理を行っている。

４３ （１６）○排池の自立支援
排池の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排池のパターン、習慣を活かして、トイレで
の排池や排池の自立にむけた支援を行っている

個々の排池状況がわかるよう排池表にて
チエソクしている。尿意が暖昧になっている
方についても立ち上がり時など様子をみてト
イレに案内しパッド内だけでの排池にならな
い様に排池の自立にむけた支援に努めて
いる。

排池表は確認しやすい紙媒体を残している。
トイレ誘導は利用者其々のパターンを把握
し、それぞれに合った声かけや誘導をしてい
る。夜間は睡眠を重視し、必要ならミーティン
グで話し合ってプランを変更したり、パットの
大きさを変えている。夜だけ紙おむつの方も
いて、睡眠中ｒ」Ｔー』 －．－－すことはしてい
ない。夜間のみポータブルトイレの使用もあ
る。

４４ ○便秘の予防と対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

医師と相談し、便秘の予防に下剤を服用す
る事で排便コントロールしている。腹部マッ
サージやホットパックを使用する事で腹部痛
を緩和し不快な要素を取り除けるよう取組
んでいる。
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次のステップに向けて期待したい内容
４５ （１７）○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々にそった支援をしている

当日の体調を職員間で共有することで体調
に合わせた入浴ができている。また～清潔
保持表を用いて適切な間隔での入浴が行え
ている。入浴の楽しみとして入浴剤や季節
湯を取り入れている。

利用者の入浴は、週２～３回である。入浴時
間は、利用者の在宅時の生活習慣に沿っ
て、夕食前などにも入っている。拒否のある
方には対応すｚー昌を言えたり‐時間を変更
したりで入浴出来ている。体調の悪い時は
シャワーと足浴にしたり 職員２人で介助する
時もある。緊急コールも設置している。お湯
は毎回入れ替え、各自が好みの入浴剤を選
んだり、ゆず湯など季節湯も楽しんでいる。
浴槽は低くてまたぎやすく、手すりも可動式
である。重度の介護になったときに使用でき
る、釣り下げ式のリフトも設置してある。脱衣
室とトイレや洗濯室は、扉を隔ててつながっ
ている。

　

次のステツ

　

に向けて期待したい内容

４６ ○〆＝氏や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよ〈眠れるよう支
援している

状態に応じて休息をしてもらったり、居室の
温度・湿度・照明にも配慮している。定期的
トシーツ交換，居室掃除を実施している。

４７ ○ニス大坂
一人ひとりが使用している薬の目的や副作用～用
法や用量について理解しており 服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている

日々の状態変化や体調を看護師と相談し‐
医師に適切に報告する事で、本人に適した
内服の管理を行っている。

４８ ０役割、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、－
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、晴好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている

個別で取り組める事、集団で取り組める事
を検討し楽しみ事や気分転換等の支援を行
える様に努めている。日々の家事手伝いに
より 自ら率先して行えるようになるなど支
援ができている。

４９ （１８）０日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。又、普段は行け
ないような場所でも 本人の希望を把握し、家族
や地域の人々と協力しながら出かけられるように
支援している

コロナ禍においては 近所の公園や神社・
寺院までの散策の実施にとどまっていた
が 落ち着いてからは、地域のよもぎ摘みや
公園体操に参加している。

長時間の散歩は難しいが‐職員と一緒に毎
日玄関まで新聞を取りに行く方や‐近所のコ
ンビニエンスストアにおやつを買いに行く方も
いる。事業所の前には小さな公園があり、玄
矧月リトーＪ珊寧開’刀／ｒＵＪハロｆナ：ベンチがある。
これらの場所で日光浴もしている。季節ごと
のドライブは、少人数に分けて出かけてい
る。春には桜を見に、紙園祭のころには鉾立
ての様子を見て昔を思い出し、秋には大原や
桂坂トテ，憲 二：すりに行っている。

５０ ○お金の所持や使うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて～お金を所
持したり使えるように支援している

お金を所持することで安心される場合は、無
理な〈使用できるように支援している。

ルー
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家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている

ご家族とＬＩＮＥでの顔を見合わせた通話や届
いたお手紙のやり取りができるように努めて
いる。

５２ （１９）○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）がな
いように配慮し、生活感や季節感を採り入れて‐
居心地よく過ごせるような工夫をしている

毎日の共有空間の掃除の実施。座席の考
慮。入居者と一緒にイベント毎に沿った置物
や壁面を飾る事により、季節感を取り入れる
などし、生活空間に工夫をしている。

フロア入り口には 、繊細な心地よい音の小
さなウィンドウチャイムがつけられていて～人
の出入りがわかるようにしている。リビングは
南向きに窓が大きくとられ、室内がとても明る
い。窓からベランダに出ると、プランターで野
菜作りにチャレンジしている。「京都オレンジ
色プロジェクト」にも取り組んでいる。今年の
「にんじん」の育成は失敗だったとの話を聞く
時に みんなの楽しまれている様子が伝わっ
てきた。壁には装飾品だけでなくソフトバレー
の連続回数を貼りだし、回数部分を更新して
いる。リビングとダイニングを～ソファやテレビ
など家具の配置で分け、利用者はゆったり落
ち着いて過ごすことが出来ている。フロアの
掃除は、利用者も

　

箱」帯やモップがけをし
て‐きれいに保っている。

５３ ○共用王国にわける一人ひとりの居．三ヨづ〈り
共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の
工夫をしている

ソノ′

　

も机を設置する事により、個人の空
間の確保と利用者同士で過ごせる居場所
の工夫を行っている。

５４ （２０）０居心地よく過ごせる居室の配慮
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る 家具雑貨等は自宅で使われていた馴染み

のある物や好みの物を使用し、設置の際は
利用者・家族と相談している。また、棚に
シールを貼ることで衣服の所在が分かりや
すいようにしている。

各フロアに２室ずつ畳部屋があるが、今は特
に希望は聞いていない。それ以外の部屋で
はカーペットを敷いている方もいる。ネームプ
レート（表札）も好みのデザインで作ってい
る。テレビや冷蔵庫～扇風機など、持ち込み
は自由であり、電気代の徴収はない。リネン
類はリースだが、毛布などは自分の気に入っ
たものを使用している。ベッドわきにはナース
コールもついている。また、一人で出かける
危険のある方のドアには‐小さなウインドウ
チャイムをつけ、見守りを強化している。

５５ ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり
建物内部は一人ひとりの「できること」「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活
が送れるように工夫している

トイレや浴室に貼り紙をすることで場所の把
握がしやすいようになっている。また、本人
の希望やＡＤＬ‘；合わせた移動が出来る様
に環境を整えている。
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